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Abstract

The groundinsulation test as commonly applied to electric machinesis

hardly usefulifitisintended for detecting defects or weak points,in thein-

Sulation between coils or turns of them.Therefore,it has occurred sometimes

thatthemachinesputinserviceafter such testings,CauSe failure due to defects

in those parts.To save such an awkward situation Hitachideveloped recently

a portableimpulse voltageinsulation tester which,besides being designed com-

pact and handy for the convenience of users can meet adequately the needs of

turninsulation test.This testerconsistsessentiallyoftwoelectronicapparatus:

10neis
a repeatlng Surge generatOr tO aPply a voltage stress between turns ofa

LCOil,between phases and from winding to ground,andtheotherisaBrauntube

･device
to detect short-Circuited turnsin windings under testing.

This tester utilizes the voltage balanclng method to detect shortqcircuited

turns as reportedin the precedingissue(3),and provides a means of checking

Visually the soundness ofinsulation.This testerisalso available for a variety

てOf purposes such as:

(1) Measurement of the grounding voltage,turn VOltage,COilvoltage and

SeCOndary windinginduced voltage when surge voltageisimpressed on

the windings of electric machines.

Measurement of surge wave breakdown voltage ofinsulating materials.

Measurement of surgeimpedance,tranSmission velocity,etC.

〔Ⅰ〕縛 言

電気機器巻線の巻回問絶縁試験法としては,古くは火

花式高周波絶縁試験法があり,その後高周波発振器によ

る試験法などが行われている｡発生電圧あるいは巻回問

に加わる電圧の不正確,あるいは高い電圧を必要とする

場合に装置が大がかりとなるなどによって一部の使用に

とどまっている｡これらの経験をもとにして逐次発展

し,繰返し衝撃電圧を発生して,これによって巻回問の

経線試験を行うようになった｡衝撃電圧によるときは,

発生する衝撃波の波頭長を加減することにより,被試験

機器の入L伸上近コイル巻回問に集中して高い電圧を加え

ることもでき,場合によっては巻線全般にわたってほゞ

一様な電圧を巻回閉に加えろこともできる｡単一衝撃波

による方式は放電間隙によって衝撃波を発生し,高速度
よ~**
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Br 管と連動してその波形を見ながら試験するのである

が,この操作には相当の熟練を要する｡そのため,それ

ほどの熟練を必要とせずに簡便に使用しうる衝撃電圧絶

縁試験器の出現が要望されていたが,その要望を満たす

装置を製作し,日立製作所においてついに実用化した｡

発生衝撃電圧は最高10kVで,この電圧までの対地間,

相関などの絶縁試験も同時に行いうることは勿論であ

る｡

気機器巻線の巻回問絶縁が印加した衝撃波に耐えた

か否かの判定はなかなか困難であって,各種の方法が試

みられたが,われわれは電圧平衡法によってこれを解決

し,大部分の場合に十分信頼しうる検出感度をうること

ができた｡その箇々の場たについてはすでに報告(1)～(4)

してあるが,本試験器ほl｣立製作所独特の電圧平衡法(6)

を採用しているもので,こ_ゝに装置の概要と応用例につ

いて報告する｡
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〔ⅠⅠ〕10kV衝撃電圧絶縁試験器の説明

10kV衝撃電圧絶縁試験器の回路岡を第l図こ,その

外観を第2図に示した｡その動作を

とくである｡

明すればつぎのご

電源電圧の負の半波の問にC5の蓄電器が充電される｡

つぎの正の半波の波高点に近いところでⅥのサイラト

ロンが放電し,Clの電荷がA点から私,点となどに放電

し,正の衝撃電圧となる｡これが三~甘に分れて,一つは

C2を通り範,点4で分圧されてBr管の第1格子を正電

叶ヨ｣

第1図

Fig.1.

10kV衝撃電圧絶縁試験器の回路

SchematicCircuitDiagamofthelOkV

Impulse VoltageInsulation Tester

第2図10kV衝撃電圧絶縁 験器の外観

/MT→40主電動機電機子の電圧平衡法による
＼障なきときの平衡波形がBr管に現われてい

Fig.2.Outside View of thelOkVImpulse

VoltageInsulation Tester

評 論 第37巻 第4号

庄にして輝点を生じ一つほ点7を通ってC3を正に充電

して輝点を水平掃引する｡ほかの一つはC｡を通り範,

点6で分圧されてサイラトロン∵坑の格子を正にしてC5

の電荷を放電させる｡これによって出力端子には各サイ

クルの正の半波ご･とに負の衝撃電圧が発生する｡放電抵

抗月9およぴインダクタンスエによって標準波形にする

こともでき,絶縁材料の破法電圧測定などの場合にはこ

れを使う｡電気機器巻線の試験においては波頭長は0.4

〟S(最短はものにより少しく変化する)以上においてエ

あるいほCによって変化できるが波尾長は試料のインピ

ーダンスによって定まってくる｡場合によって長波尾の

欲しいことがあるので,C5は静電容量の異なる3種の蓄

電器を切換えるごとくして,この間題を解決している｡

なおC5の静電容量が大きくなるにつれ波尾長ほ長くな

るが最大発生電圧は低くなる｡

これらの波形はBr管の現象偏向板に放電抵抗点9の

分圧端子をつなぐか,被試験巻線の観測しようとする点

をつなげば,連続的に見ることができる｡発生する衝撃

電圧:まスライダックによって,10kVまで連続的に波高

値を変化することができる｡Br管の波形は点7を変化

することによって,速い掃引あるいは遅い掃引にするこ

上ができ,試料によって故障の検出などに便利な波形に

なるようこ選べはよい｡

〔ⅠⅠⅠ〕10kV衝撃電圧経線試験器の応用

ニの試験器･:土電気機器巻線の絶縁試験を簡便に行うこ

土を目的こして作られたが応用の途は広く,たとえば10

kVまでの絶縁材料,単独コイルなどの衝 電圧破壊試

験ある-∴‡耐圧試験に使いうるし,また電気機器巻線に

衝馨電圧が侵入せる場合の巻綿各郁の対地電圧分布あろ

∴エコイルの分担電圧などの測定も行いうる｡

従来衝撃波破壊試験は単発衝撃電圧発生器によって行

ってきたが,ニの試験器主よるときほ辿続的に電圧上昇

できるので非常二短時間に測定を行うこ±ができる｡現

在の土ころ10kVまでの制限があるが低圧コイルある

1∴iコイル素材などの試験に肝Y､れば経費節約に資する

土ころ;ま大き1■㌧機器巻線の衝撃電J主情性の測定には層

便なものとLて過渡現象直視装置が用いられておるが,

発生電圧が大体数百ボルトであるため,電圧の低いf】帖/ニ

プ~)測定あろ∴ミコイルの分担電圧の測定こ㍑不適づてあ

る｡二の試験器て:‡10kV まて出るのて,コイルぴ)分

担電尻を測定するこ上ができ,衝撃電tEを一次巻線こ印

r｣】lL,二次巻緩け)

1ソ｣二の誇

÷満足L

起電圧を測定する場.′丁などでも0.5%

電り三ならば十分測定しっるので大ご一甘分折場吉

1ノ㌦ 二いつ

ブ:)二つき説日月すろ｡

こ±ができる｡以下これらのおのお
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(り 電気機器に衝撃電圧が侵入せる場合の電位分

布,コイル分担電圧および誘起電圧測定

試験器内部に自蔵しているエと忍9をつなぎ(ある場合

には忍9を使わないで試料に直接つなぐ),エを適当のタ

ップに選定して波頭長を希望の値にする｡試験しようと

する巻線に第3図のご土く接続し,対地電圧を知りたい

ときはa岡,コイルの分担電圧を知りたいときはb回の

ごとくし,順次音別定点､をかえていけばよい｡

対地電圧測定は印加電圧500Vぐらいで行い,分担電

圧測定は相当印加電圧を高くしないと現われないから,

Br管波形を見てスライダックを加減して測定する｡た

ゞし偏向板月γの各端子にかゝる対地電圧は3kV程

までにとゞめる｡

ト′＼′l･lⅥ

βr

しi∈屯

コイル対二他電圧測定

∈ 穐

βr

コイル分拒電腰牒憶

両

み

監

●-･一-･ ---

二次巻線誘起電圧の測定

第3国 電気機器巻満に衝撃電圧が撞入せる場合の

対地 圧,分担電圧および二次巻線誘超電

圧の測定回路

Fig.3.CircuitsEmployedinMeasuring Volt-

agetoGround,Voltage per Turn and

Induced Voltagein Secondary Wind-

1ng When SurgeVoltageIsImpressed

in ElectricalMachinery

変圧器の二次巻線誘起電圧などの測定はC回のごとく

し,誘起電圧の高さに応じて一次に加える電圧を変えれ

ばよい｡波形は連続的に現われているから,スケッチす

るか寸法を測り,必要に応じて写貢をとって測定するこ

とができる｡

このようにしてMT-40電車用主電動機の+刷子から

衝撃電圧を印加し,一刷子を接地した場合の電位分布お

よび各3ターンの分担電圧を測定した結果を第4図に示

した｡波頭長が0.紬sと5.3/JSとで相当差がでており,

急暖波に対しては3ターーンの分担電圧が入口対地電圧の

27%に達するところがあることがわかる｡

発電機巻線などのうちでインピーダンスの小さいもの

の測定の際t･ま波尾長が短かくなるので,衝撃電圧発生用

蓄電器C5を静電容量の大きい方に切換えれば波尾長を

増すことができる｡サイラトロンの容量の大きいものを

用いれば10kVまでC5を1〃F にしても使えるもの

を作りうるが,装置が大聖拉なってしまう｡こゝに使用

LているTV-917を使った場′rナ,0.05-0.1/ノFで10kV

まで,0.5/`Fで3kVまで,1/JFでは1･5kVまで発

生することができる｡電位分布の測定には発生衝撃電圧
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舞4図 MT-40 電車円主電動機の波頭長による衝
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Fig.4.Voltages to Ground and per Three

Turns with Two Wave Frontsin the

MT--40 Main Motor under Surge
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Test
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は600Vあれば十分であり,コイルの分担電圧も1.5kV

出せれば大抵問にあうが,波尾長も0.5〃Fの衝撃電圧

発生器ならば大抵｢盲-一にあうので,さらに3kVまで試験

できる｡したがってこれら3種の蓄電器を切替えて使用

すれば電位分布,コイルの分担電圧などの測定には十分

である｡かくして試験器を大型にすることなく,多くの

使途をもった装置になしえたわけである(7)｡

衝撃電圧発生器のC5を3種に変えて汲尾長を長くし

た場合の,3kW誘導電動機の対地電圧およびコイル分

担電圧を第5図に示した｡またC5を0.05/jF一定にし

て,エによって波頭長を変化して同じ試料の対地電圧,

コイル分担電圧を測定した結果が第一図である｡コイル

の分担電圧は波頭長で大体定まり,波尾長によってはあ

まり変らないことがよく示されている｡波頭長2.馳sで

はこの場合ほとんど均等分布に近くなっている｡持iこ入

口附近コイルの巻回問に高い電圧を加えて絶縁試験した

い場合波頭長を変えて試験すればよい｡参考までに第`

図の波頭長0･4/JSのときの一部の波形を第7図に示し

た｡

以上のごとき測定において,操返し衝撃電圧であるた

め連 的に波形が現われているから,単一衝撃電圧の場

合上比較にならないはど短時間に結果を知ることができ
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第5図 3kW誘導電動機の波尾長による衝撃電圧

対地問電位分布およびコイルの分担電圧

(2台並列結線時)

Fig.5.Voltages to Ground andperCoilwith

Three Wave Tailsinthe3kwInduc･

tioふMotorunder Surge Voltage Test

第37巻 第4号

る｡すなわち単一衝撃電圧の場合はどうしても写頁に撮

ってから測定するのであるが,この場合には波形の記録

を必要上しなければ寸法を測ることにより感度較正曲線

からすぐに電圧値が求められる｡第4図は測定点が多い

が2時間かゝらずに測定している｡単発衝撃電圧による

場合にくらべれば測定時間の格段の短縮である｡なお蛍

光膜のところに電圧感度に応じた目盛をつけておけば電

圧計で電圧を読むのと同じくらいの容易さで衝撃電斤三を

測定しうるわけである｡

(2)電気機器の衝撃電圧による対地ならびに層間

の絶縁試験

この試験において最も問題になるのは印加した衝撃電

圧に層間絶縁が耐えたか否かの検出である｡対地問ある

いは相聞などの破壊は音,光あるいは印加電圧波形の変

化などによって完全に検出しうるが,コイル内部の眉間

破壊の場合はこれらでは大抵の場合検出不能である｡本

試験器はこの検出法に特長を有するもので, 者の1人

の案出した電圧平衡法によって故障検出を行う｡すでに

数報にわたり,単一衝撃波による発電機固定子,直流機

電機子,誘導電動機固定子などの個々の場翻こついて故

障検出感度を報告したので,こ｣には使用結線法と繰返

し衝撃波の場合の検出感度の一例を記すことに-j~【る｡発
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第6図 3kW誘導電動機の波頭長による衝撃電圧

対地間電位分布およぴコイルの分択電圧

(2台並列語線時)

Fig.6.VoltagestoGroundand per Coilwith

ThreeWaveFrontsinthe3kwInduc-

tion Motor under SurgeVoltageTest
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対 地 電 圧
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第7図 3kW誘導電動機の衝撃 圧対地間電圧お

よびコイル分担電圧の波形(波頭長0.4/JS)

Fig.7.Wave Forms of Voltages to Ground

and Per Coilin the 3kWInduction

Motor under Surge Voltage Test

(Wave Front OAFLS)

電機,誘導電動機固定子,直流電動機電機子,界磁線輪

などを試験する場合は第8図のごとく純綿すればよい｡

これらの場合は放電抵抗点9は使用しないでエあるいは

忍8を通して試料に衝 電圧を印加し,現象偏向坂はそれ

ぞれ回のごとく対称2巻線の2つの平衡点につなげば,

Br管波形によって層問,相聞,対地間などの破壊の有

無を知憶ことができる｡印加衝撃電圧の波頭長,波尾長

は(1)に述べたごとく調整し,加えるべき電圧偵ほ所望

の分担電圧,対地電圧になるご上く調節すればよい｡

誘導電動機など1列スター結線の場合は,2台以上な

らば柑別のリード線は必要上しないが,1台しかない場

合は巻綿の中央付近からリrドをrflさねばならない(第

8図b)｡このような場†手ニト土設計の上きに考･厳しておく

必要がある｡
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発電機あるいほ誘導電動接2台の塀含

l∈
与

み

発電織あご〉いしユ誘導電動機/台の場合

∈

βr

○

直流橙電親子の帳合

電破線稀の場合

第8国 電気概器巻線の衝撃電圧絶縁

電圧平衝法による

験における

Fig.8.Schematic Circuit Diagram of the

Voltage Balanclng Method at the

Surge Voltage Insulation Test of

ElectricalMachinery

直流機電機子は1台で試験できる｡整流子面を考えて

印加,接地,平衡の各点を一つのヤトイにとりつけて痙

流子面にあてゝ試験すると便利である｡電圧を印加した

まゝ電機子を1回転させると,分担電圧が均等でない場

合,どのコイルにも一通り同じ電圧がかけられる｡繰返

し衝撃電圧であるからこのように簡 にできるので,単

一衝撃電ノ上の場合は整流子片数の四分の一回試験しなけ

ればならず長時間を必要とする｡電機子のごとく回転し

ているものに雷その他の異常電圧が侵入した場合を予想

して絶縁値を保証しようとするとき,標準衝撃電圧を1

回かけたのでは層問絶縁に対しては意味がない｡それは

コイルの分担電圧が均等でないからで,どうしても一過
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第10図

MT-40 電車用主電動機電機子

の衝撃電圧印加の際の電圧平衡

法による居間短絡の検出感度

Fig.10.

DetectingSensibilityofEach

Short-Circuited Turns in

MT-40 Main Motor Arma_

ture under Surge Voltage

Test
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短絡コイルの位置

鉄疋接地

第9図

3kW誘導電動機固定子の衝撃

電圧印加の際の電圧平衡法によ

る1コイル短絡の検出感度

Fig.9.

DetectingSensibilityofEach

Short･Curc11ited Coilsin 3

kWInduction Motor Rotor

under Surge Voltage Test

第11匝J

9kW庶流電動椀電機子の衝撃

電圧印加の際の電圧平衡法によ

る暦問篭絡の検用感倭

Fig.11.

DetectingSensibilityofEach

Short-Circuited Turnsin 9

kW D.C.Motor Armature

under Surge Voltage Test
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18･-19間

禁王 輯

21～22間
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24～25間

芙豆 締
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言短 絡

30～31問

質亘 絹
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り同じ電圧が加わるようにしなけれはならない｡なお試

験中層間短絡克どの故障が生じたときは,その矩絡位置

によって検出波形が異るから, 磯子を回転して検州波

形の変化を確かめることにより,故障の位置を知ること

ができる｡また故障のない方の対称の位置を整流子血で

短絡して,検とI｣■波形の変化を調べても知ることができる｡

界磁綿輪などの場合ま4箇必要である｡たゞし小間に

リードをけ■しうる場合ほ2箇でよい｡この場合絶靂の良

い標準品をいつも一定にしておき,1箇のみを試料とし

て変えるようにすると,故障なきときの平衡波形の変動

が少くなり一層故障の検出が楽になる｡積算電力計電圧

線輪でほ3,600回巻きであるが2タ←ンの短絡の検出が

■Uヽ′ヽ′L′ト■l-■-■-ヽ→●･1サ･,書一■■--■-■--←一----→-･--■も■-■-一～～一､ハ■ヽ′■■-■■■J､■ヽ■ヽ■ヽ′ヽJ■′ヽ′-←ノー-､■､▲ヽ■ヽ■ヽl

第12図 3kW誘導電動機固定子の衝撃電圧日川口の

際の電圧平衡法による1コイ/レ短絡の倹Hi

波形(鉄JL､ア←スせず,2台並列)

Fig･12･Wave Forms Obtained by Short･Cir-

CuitingtheCoilsofthe3kWInduction

Motor Stator under Surge Voltage
!●■ヽ■●ヽへへハハハ■ヽ■■■■■●′●…●一■-▼■,■リ●■●′●-′●■■ハ■■■●■●■､一●■～､■■ハ′●…◆ハ■■ヽ■●ヘヘハ′-■t■■√■▲

第13国 MT→40電車開主電動機電磯子の衝撃電圧

印加の際の電圧平衡法による居間短絡の検

出波形(鉄心アースせず)

Fig.13.

掃引速度
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36～37間

芙豆 締

39～40園

芸i.亘 絡

42～43問

菓謹 繚

45へ′46間

笑覧 鮪

WaveFormsObtainedbyMainMotor

Short-CircuitingtheTurnsoftheMT-40

ArmatureunderSurge Voltage Test
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短 絡

51～52間

罷 締

54～55問

質 韓

57～58間

夫豆 鮪

60～61間

矩 韓
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(200kc)

(200kc)
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祖 絡

13～14間

ラ葱 鮪

17～18問

)宝 輪

20～′21間

短 輯

二
心
｢

第14匝Ⅰ9kW直流電動機電機子の衝撃電圧印加の

際の電圧平衡法による屏間短絡の検出波形

(鉄心アースせず,短絡波形の掃引が下)

Fig.14.Wave Forms Obtained by Short-Cir-

cuiting the Turns of the9kW D･C･

MotorArmatureunderSurgeVoltage

Test

第15図 サーチコイルにより暦間短絡箇所を探索す

る場合の回路

Fig.15,Schematic Circuit Diagram to Search

the ShortTCircuiting T11rn by Search

Coils

でき,馴れゝば1クーーンの検出も可能である｡

これらの電圧平衡法による層問短絡時の検:出感度を第

9図～第11図(前頁参照)こ,まアニそのときの検出波形の

一部を第】2図(前頁参照)～第14囲に示した｡検出感度｢五

平衡点の対地電圧に対する短絡時検出波波高値の百分率

で表わしてある｡これらはいずれも模擬短絡させて

たもので,そのときの波形の変化は故障なきときの電J上

平衡波形と比較してもらえば明瞭に示されている｡ニの

変化によって眉間短絡の有無がわかり,短絡の大体の位

置などが推定される｡巻線の一部の位置の故障を検出で

きなくても,電機子の場合ニ㍑回して試験しうるので差

支えないが,こゝに示したご土く,一部において感度が

悪くなるが全般にわたる検出が可能である｡なおこれら

の場合,鉄心を接地した上きよりも浮かせたときの方が,

故障なきときの平衡がよく,故障の検出が一層楽になる｡

鉄心を浮かすことは保守試験などにおいては実施困難J)

場合もあるが,非常に有効な方法である｡この場合鉄心

には印加電圧の大体半分くらいの電圧がかゝるので,巻

綿各部と鉄心間の電位差は最高で印加電圧のほゞ半分土

なる｡したがってアース絶縁の弱いもので巻回間により

大きい電圧を加えて調べたいような場合にもこれを応用

することができる｡なお対地聞,相聞などが破壊すれば

層間短絡以上の波形の変化を･示すからより以上明瞭に知

ることができる｡

誘導電動機,発電機などの固定子の場合,衝撃電圧を

印加して短絡の生じている場所を知るには,不平衡波形

が+か-かによって左右あるいは平衡点の上位下位のい

ずれであるか卑判定した上,限られたその狭い範囲をサ

ーチコイルによって探せほよい｡第15図はその結線であ

る｡巻線に衝撃電圧を印加しつゝ,故障範囲内を2箇の

サーチコイルで対称位置に配しつ｣探るのである｡一方

が故障コイルの位置にあるときふれが特に大きくなるか

ら判明する｡サ｢チコイルは1スロッ†の両側の鉄心こ

またがる小型のものでも,1コイルの両スロットに合せ

たコイルのいずれでもよい｡

(3)絶縁材料,コイルなどの衝撃電圧絶縁試験な

らびに破壊電圧測定

装置内部に自蔵しているエと属9をつなぎ,衝撃電圧

発生用蓄電器の容量とエのタップを試料の静電容量と破

壊電圧値とを考えて適当に選定して,第1`図のごとく結

線する｡このとき印加電圧波形はR9の接地端に近いと

ころをBr管偏向板につなげば見られるからそれで選定

すればよい｡発生電圧をスライダックで逐次上昇してゆ

き,絶縁破壊すれば試料土直列に入れた抵抗γによって

分圧されBr管には印加電圧波形が現われるから,たゞ

ちこ知ることができる｡破壊するまでは試料のインピー
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第16図 絶縁材料等の衝撃電圧破壊試験の回路

Fig.16.Schematic Circuit Diagram of the

Surge Voltage Brakedown Test of

Insulating Materials
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第17図 衝撃電圧絶縁試験器の放電拭抗と

発生衝撃電圧波尾長の関係

Fig.17.Relation between Surge Voltage

Wave Tailand DischargeResistance

in theImpulse VoltageInsulation

Tester

負荷が3kW誘導電動機2台並列の場合

C5:0.0535J`F

Tf:9/1S

C5:0.169〟F

r`こ17.5〃S

C6:0.498〃F

T書:36/JS

C5:0.964〃F

アt:48/JS

掃 引 速 度

(100kc)
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ダンスが大きいからほとんど波形が現われない｡なお大

抵の場合試料の静電容量は小さいから,忍91,000日,C5

0.05/JFで波尾長は約40〟Sになるので,これで10kV

まで測定した方がよい∴放電抵抵と波尾長の関係,衝撃

電圧発生用 電器C白の静電容量と波尾長の関係を第17

囲および第柑図に後者の波形を第19図(3kWIM2台並

列の場合も入れた)に示した｡

試料のインピーダンスが小さい場合に10kV まで試

験したい土きは波尾長が短かくなるが,繰返し数多く印

一
:

､
{
.
-
.
い

第18因 循撃電圧絶縁試験器の衝撃電圧先

生用蓄電器の容量と波尾長の関係

Fig.18.Relation between Surge Voltage

Wave Tai1and Capacity of the

lImpulse Generatorin theImpulse

VoltageInsulation Tester

負荷が200Q無誘導抵抗の場合

C6:0.0535ノノF

Tf:9.5/JS

C6:0.169/jF

Tt:28JIS

C5:0.498/JF

rf:76JJS

C5:0.964〃F

T£:113/1S

掃 引 速 度

(1001【C)

第19図

衝撃電圧絶縁試験器の衝■

撃電圧発生用蓄電暮の静

電容量を変えたときの波

形

Fig.19.

Wave Form Obtained

by Changlng the Ca-

pacitorintheImpulse

VoltageInsulation

Tester
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加されるから補なわれる｡すなわち毎サイクル1回ずっ

衝撃電圧が印加されているから,破壊に至るまでにこ士多

数回の衝撃電圧が加わる｡10kVで破壊し,2分間でこ

れまで電圧を上げたとすれば50へ.電源の場合6,000回

衝撃電圧が加わっている｡

本試験器によるときは多数回印加しつゝ,しかもタッ

プ切換えによる階段昇任でなく連続的に電圧値が変化す

るから破壊値に対する精度が増大したことになる｡なお

単一衝撃電圧により測還する場で_㌻よりも測定時間:ま格段

に短かくなり,商用周波電圧こよる破壊試覧灸と同じ時間

で求められるわけである｡

〔ⅠⅤ〕結 言

10kV衝撃電圧絶縁試験器の構造±性能こついて説明

を行い,衝撃電圧電位分布,コイル分担電瓜 二次巻線

誘起電圧などの測定,衝撃電圧絶縁訊験,衝撃波絶縁破

壊竃疋測定,

ビーガンス,

2/22

3/8

3/下旬

2/下旬

あるい∴仁木文に述べなか/つたがサージイン

伝轡速度の測定差ど応用の途:Ⅰ広いことを

第37巻 第4号

述べた｡繰返し衝撃電圧であるため測定に要する時間ほ

単一衝撃電圧で行う場合にくらべると格段に短縮され,

また操作:王非常に容易である｡あまり大型にしないため

いまの土二ろ10kVまでの制限はあるが電車用電動機,

直流電軌機,誘導電動機,低圧発電機,電磁線輪などの

巻線絶縁の保守あるい沃製品の品質保証に,また電気回

路あるい:王電気機器の衝撃電圧特性の測定などにその性

能を発揮Lうるものと考える｡

終りこ御指導~Fされた日立製作所口立研究所三浦倫義

博士,牧主任研究員こ厚く御礼を申し上げる｡
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